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1) 第１部および第３部には、今年度中に公刊された論文の一部（またはその原稿）と未発表の論文とを収

める。前者（* 印を付したもの）については書誌情報を「研究発表 (1)公刊論文」（2頁）に記載している。 
 
2) 第２部には、日本語学班研究会を含む研究会・学会などで班員が行った口頭発表・講演の一部について、

その配布資料ないしそれに修正を施したものを収める。 
 




